
第 31 回全国在日外国人教育研究集会・三重大会にご参加を !
 多文化共生社会にむけて、学校や地域での教育実践を交流しよう

□日程・内容　≪ 2010 年≫

８月６日（金）

 フィールドワーク

  「鈴鹿に残る朝鮮通信使にまつ

わる史跡めぐり」

８月７日（土）

 開会行事と記念講演

  学校法人享栄学園　鈴鹿高等学校

  （三重県鈴鹿市庄野町 1260）

８月８日（日）

 分科会と閉会行事

  学校法人享栄学園　鈴鹿高等学校

  （三重県鈴鹿市庄野町 1260）

８月６日（金）～７日（土）

 全国在日外国人生徒交流会

  鈴鹿青少年センター

  （三重県鈴鹿市住吉町南谷口）

□参加資料代

　4.500 円

 （フィールドワーク参加費は別途）

□申し込み　　

　「開催要項」の申込用紙にて

 (「フィールドワーク」以外は当

日申し込みも可 )

主　催 ： 全国在日外国人教育研究協議会、第 31 回全国在日外国人教育研究集会・三重大会地元実行委員会

後　援 ： 三重県、三重県教育委員会、鈴鹿市、鈴鹿市教育委員会 他 (以上申請予定 )

連絡先 ： 三重大会地元実行委員会・080-1552-1256・e-mail:mietaikai@zengaikyo.org

第
31
回
全
国
在
日
外
国
人
教
育
研
究
集
会
（
三
重
大
会
）

私
た
ち
全
国
在
日
外
国
人
教
育
研
究
協
議
会
（
略
称
、
全
外
教
）
は
、
在
日
コ
リ
ア
ン
の
子
ど
も
た

ち
へ
の
差
別
撤
廃
の
と
り
く
み
を
出
発
点
に
し
て
、
在
日
外
国
人
と
日
本
人
の
子
ど
も
た
ち
の
自
立

と
連
帯
の
場
づ
く
り
を
積
極
的
に
保
障
す
る
運
動
や
実
践
を
す
す
め
、
今
年
で
三
一
回
目
の
全
国
研

究
集
会
を
三
重
の
地
で
開
催
し
ま
す
。

三
重
県
外
教
は
、
一
九
九
九
年
の
結
成
以
来
、
地
元
県
人
教
、
県
教
組
、
国
際
交
流
団
体
な
ど
の
機

関
と
連
携
し
な
が
ら
活
動
を
す
す
め
て
き
ま
し
た
。「
子
ど
も
フ
ェ
ス
タ
」「
中
高
生
交
流
会
」「
学
習

会
」「
研
究
集
会
」
な
ど
の
活
動
を
中
心
に
据
え
な
が
ら
、
三
重
県
教
委
策
定
の
「
人
権
教
育
基
本
方
針
」

や
「
外
国
人
教
育
指
針
」「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
等
の
作
成
に
も
関
与
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
昨
年
度

開
催
さ
れ
た
全
人
教
大
会
で
は
、「
人
権
の
夕
べ
」
を
四
日
市
市
人
教
と
共
催
し
、
朝
鮮
の
文
化
や
次

代
を
担
う
在
日
外
国
人
の
思
い
を
発
信
し
て
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
活
動
に
よ
り
、
在
日
外
国
人
児
童
生
徒
に
か
か
わ
る
と
り
く
み
に
一
定
の
広
が
り
が
見

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
三
重
県
内
に
急
増
す
る
外
国
人
と
の
共
生
に
向
け
て
の
施

策
等
も
策
定
さ
れ
、
徐
々
に
共
生
の
ま
ち
づ
く
り
が
進

ん
で
き
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
課
題
は
山
積
し
て
い
ま
す
。
外
国

籍
教
員
の
任
用
に
か
か
わ
る
問
題
も
そ
の
ひ
と
つ
で
す
。

三
重
県
で
は
、
二
人
の
在
日
コ
リ
ア
ン
教
員
が
誕
生
し

て
約
三
〇
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
現
在
、
新
た
な
正
規

採
用
を
め
ざ
し
て
、
在
日
コ
リ
ア
ン
が
本
名
（
民
族
名
）

で
中
学
校
に
勤
務
し
て
い
ま
す
。
三
重
県
外
教
と
し
て

も
、
こ
の
青
年
を
今
後
も
支
え
て
い
き
、
外
国
籍
教
員

の
任
用
差
別
問
題
に
つ
い
て
も
解
決
の
道
筋
を
明
ら
か

に
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
三
重
県
で
は
新
た
に
渡
日
し
た
外
国
人
が

急
増
し
、
現
在
、
五
万
人
を
超
え
る
外
国
人
が
日
本
人

と
と
も
に
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
に
は
、
日
本
名

を
名
の
ら
ざ
る
を
得
な
い
子
ど
も
た
ち
の
存
在
が
あ
り

ま
す
。
こ
う
し
た
課
題
は
、
全
国
的
に
存
在
し
、
日
本

社
会
の
同
化
と
抑
圧
、
差
別
と
排
外
の
現
状
は
厳
し
い

状
況
で
あ
る
と
言
わ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

今
年
の
全
外
教
三
重
大
会
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題

を
整
理
し
、
同
時
に
全
国
の
な
か
ま
と
交
流
し
あ
い
、

子
ど
も
た
ち
の
未
来
を
保
障
す
る
た
め
に
、
今
後
の
在

日
外
国
人
教
育
を
よ
り
い
っ
そ
う
発
展
充
実
さ
せ
た
い

と
思
い
ま
す
。

多
数
の
み
な
さ
ん
の
三
重
大
会
へ
の
参
加
を
、
心
よ

り
お
待
ち
い
た
し
て
お
り
ま
す
。


